
明
治
学
院
同
窓
会
新
年
交
流
会
の
ご
案
内

拝
啓
　
ク
リ
ス
マ
ス
を
一
週
間
後
に
ひ
か
え
、
皆
様
　
心
豊
か
な
毎
日
を
お
過

ご
し
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
〇
一
五
年
は
　
明
治
学
院
創
立
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
﹁
ヘ
ボ
ン
博

士
生
誕
二
〇
〇
年
記
念
﹂
の
年
に
当
た
り
、
同
窓
会
は
、
博
士
の
生
誕
を
記
念

す
る
礼
拝
、
そ
し
て
ヘ
ボ
ン
博
士
が
日
光
に
初
め
て
宿
泊
さ
れ
、
日
光
金
谷
ホ

テ
ル
の
前
身
と
な
っ
た
、
カ
テ
イ
ジ
イ
ン
の
見
学
等
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

同
窓
生
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
る
二
〇
一
六
年
は
、
三
年
に
一
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
年
で
す
。
ま
た
、

か
ね
て
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
﹁
オ
ー
ル
明
治
学
院
校
友
会
︵
仮
称
︶﹂
に

向
け
て
い
よ
い
よ
具
体
的
に
進
め
て
い
く
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
﹁
新
年
交
流
会
﹂
は
、
第
一
部
で
は

﹁
オ
ー
ル
明
治
学
院
校
友
会
︵
仮
称
︶へ
の
進
捗
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
﹂
等
に

つ
い
て
の
報
告
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
そ
し
て
第
二
部
で
は
、
明
治
学
院
同
窓

生
で
あ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
番
井
奈
歩
さ
ん
に
進
行
を
お
任
せ
し
、
落
語
家
の

橘
家
仲
蔵
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
懇
親
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
多
数
の
同
窓
生
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
願
い
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

日
　
時
　 

二
〇
一
六
年
一
月
一
六
日
︵
土
︶

第
一
部 

一
二
時
︵
開
場
一
一
時
三
〇
分
︶

　
　
　
　
　
　
明
治
学
院
大
学
三
号
館
　
三
一
〇
二
番
教
室

第
二
部 

一
三
時

　
　
　
　
　
　
明
治
学
院
大
学
本
館
一
〇
階
大
会
議
場

会
　
費
　 

三
、〇
〇
〇
円

　

      

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
学
院
同
窓
会 

会
　

長
　
内
　
山
　
　
　
功

 

企
画
委
員
長
　
竹
　
越
　
浩
　
一

追
伸
　
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、当
日
の
ご
参
加
の
可
否
を
同
封
の
F
A
X
用
紙
に
て
、

二
〇
一
六
年
一
月
五
日
ま
で
に
ご
返
送
下
さ
れ
ば
、
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。


